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女
子
の
渡
航
者
漸
次
其
の
数
を
増
し
大
正
七
年
調
査
に
依
れ
ば
八
十
五
名
の

多
き
に
達
し
総
数
の
約
三
割
を
占
む
る
に
至
れ
り
。

渡
航
者
年
別
表

明
治
二
十
四
年

二
人

同

四
十
四
年

二
六
一
人

同

二
十
五
年

三
九
人

大
正

元
年

二
五
三
人

同

二
十
六
年

八
一
人

同

二
年

二
五
八
人

同

二
十
七
年

一
二
○
人

同

三
年

二
七
九
人

同

二
十
八
年

一
一
○
人

同

四
年

二
八
○
人

同

二
十
九
年

一
一
○
人

同

五
年

二
八
九
人

同

三
十
年

一
○
三
人

同

六
年

二
九
三
人

同

三
十
一
年

一
○
九
人

同

七
年

三
一
一
人

同

三
十
二
年

一
六
八
人

同

三
十
三
年

二
二
七
人

大
正
七
年
四
月
一
日

同

三
十
四
年

二
一
六
人

現
在
渡
航
者
内
訳

同

三
十
五
年

二
○
九
人

同

三
十
六
年

二
一
○
人

戸
主
一
○
九
人

男
一
○
九
人

同

三
十
七
年

二
一
二
人

女

ナ
シ

同

三
十
八
年

二
○
八
人

同

三
十
九
年

二
○
九
人

同

四
十
年

二
一
三
人

家
族
二
○
二
人

男
一
○
七
人

同

四
十
一
年

二
三
二
人

女

八
五
人

同

四
十
二
年

二
八
四
人

同

四
十
三
年

二
七
九
人

第
四
章

官
公
署

一
、
田
原
村
役
場

本
村
役
場
は
大
字
下
田
原
城
道
吹
上
三
十
七
番
地
の
旧
戸
長
役
場
を
仮
用

し
た
り
し
が
狭
隘
な
る
を
以
て
新
築
の
議
起
こ
り
大
正
元
年(

明
治
四
十
五

年)

六
月
十
八
日
、
字
和
田
前
二
二
八
番
地
即
ち
現
在
の
地
に
移
転
し
以
て

現
今
に
至
れ
り
。

二
、
田
原
郵
便
局

元
は
本
村
大
字
下
田
原
四
百
二
十
七
番
地
に
あ
り
明
治
三
十
六
年
十
二
月

下
田
原
郵
便
受
取
所
と
称
せ
し
が
仝
三
十
八
年
四
月
下
田
原
郵
便
局
と
改
称

せ
り
。
仝
四
十
二
年
十
月
現
今
の
四
百
四
十
五
番
地
に
移
転
し
、
仝
四
十
三

年
三
月
田
原
郵
便
局
と
改
称
し
以
て
現
今
に
至
れ
り
。
電
信
は
明
治
四
十
三

年
三
月
三
十
一
日
開
始
し
又
電
話
は
同
年
十
月
十
一
日
開
始
せ
り
。

三
、
巡
査
駐
在
所

明
治
十
七
年
下
田
原
村
に
巡
査
派
出
所
を
設
け
、
下
田
原
、
佐
部
、
上
田

原
の
三
ヶ
村
を
管
轄
せ
し
が
同
二
十
二
年
巡
査
駐
在
所
と
改
称
し
最
初
は
下

田
原
字
城
道
吹
上
三
七
番
地
役
場
隣
に
あ
り
し
が
四
十
三
年
七
月
拾
番
地
芝

水
穂
住
宅
を
仮
用
し
四
十
四
年
二
月
、
更
に
四
百
参
拾
弐
番
地
井
本
徳
蔵
住

宅
を
使
用
し
た
り
し
が
四
十
五
年
四
月
新
築
の
議
起
り
字
坊
六
百
三
十
六
番

地
の
田
地
を
埋
立
て
、
大
正
二
年
十
二
月
新
築
に
着
手
仝
三
年
二
月
落
成
し

同
年
二
月
二
十
六
日
を
以
て
移
転
せ
り
。

第
五
章

財
政

一
、
藩
政
時
代
の
貢
租

紀
州
一
国
の
検
地
は
天
正
文
禄
の
間
、
諸
国
と
共
に
行
わ
れ
た
れ
ど
も

其
の
高
詳
な
ら
ず
。
慶
長
六
年
浅
野
氏
受
封
の
時
、
奉
行
石
黒
半
兵
衛
を

持
て
改
め
替
あ
り
て
従
来
二
十
万
石(

高
野
寺
領
を
除
く)

の
地
を
三
十
七

万
五
千
石
に
取
り
立
て
た
り
。
之
を
古
検
と
い
う
。
元
禄
以
前
の
租
法
は

之
を
標
準
と
す
。
徳
川
頼
宣
は
之
に
勢
州
十
八
万
石
を
加
え
て
五
十
五
万

五
千
石
を
受
封
せ
り
。
後
元
禄
十
年
十
一
年
に
渉
り
て
更
に
検
地
あ
り
て

古
検
地
高
を
補
正
し
新
田
を
検
出
す
る
こ
と
多
か
り
き
、
之
を
新
検
と
い

う
。
以
後
の
租
法
は
之
に
準
ず
。
爾
来
畑
返
り
を
禁
止
し
新
田
の
開
墾
を

奨
励
し
た
る
が
故
に
石
高
は
漸
次
に
増
加
し
天
保
の
頃
の
歳
入
出
決
算
書

に
は
六
十
二
万
四
百
三
十
四
石
を
計
上
し
慶
応
二
年
の
目
盛
に
は
六
十
二

万
九
百
十
四
石
と
記
せ
り
。
か
く
の
如
く
度
々
の
検
地
に
て
新
田
の
検
出

も
周
く
行
わ
れ
隠
田
等
の
如
き
百
姓
の
余
得
と
す
べ
き
地
は
殆
ど
存
在
せ

ず
僅
に
検
地
の
際
種
々
の
方
策
を
繞
ら
し
て
聊
か
に
て
も
其
の
負
担
を
軽

減
せ
ん
と
す
る
の
手
段
を
講
じ
た
り
。
藩
政
時
代
に
に
於
け
る
納
租
の
方

法
は
先
ず
土
地
に
石
高
を
盛
り
付
け
之
に
免
を
乗
じ
て
納
租
の
高
を
定
む
。

其
石
高
を
盛
り
付
け
ん
と
す
る
に
は(

之
を
石
盛
と
い
う)

田
地
の
好
悪
に


